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活動の目的

創作茶会を行うことで、備前焼のよさや備前文化の長所
を対話して深めて、岡山人としてのほこりが持てるように
する。

活動の内容及び経過

5月、10月、11月、3月（コロナで中止）創作茶会を行
い、多数の方々に実際に5・6名の陶芸家の作家制作の備前
焼を使用していただき、備前焼のよさや歴史等の対話を深
めた。研究集録の刊行をすることで広く文化を広げていく。

活動の成果・効果

多数の方々に、備前文化、日本文化のよさを対話をする
ことで広めていくことにつながった。茶会を行うことで話
が進んでいく効果があり、瀬戸内の食文化や歴史・備前焼
のよさ、生活空間での生かし方等の工夫の理解になったと
考えている。

今後の課題と問題点

今回は地元の中学生とのコラボもあり、若い世代との協
力体制ができたが、今後も横のつながり、若い世代との協
力を計画して文化を広める活動にしていきたい。
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備前未来塾

創作茶会を地域のイベントに合わせてやることで集客や対話を通して備前焼と備前文化を発信できた




